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表 4-1(2) 環境に及ぼす影響の評価の結論 

項 目 評価の結論 

2．悪 臭 (1) 工事の完了後 
工場の稼働に伴う敷地境界線上における悪臭の最大予測濃度は、第一種区域が臭

気指数 10 未満、第二種区域が臭気指数 12 以下であり、敷地境界線上地上 1.5ｍにお
ける臭気指数は、いずれも臭気指数 10 未満と予測する。 

したがって、工場の稼働に伴う悪臭については、評価の指標（「悪臭防止法」及び
「環境確保条例」に基づく敷地境界線の規制基準；第一種区域臭気指数 10、第二種
区域臭気指数 12）を満足するものと考える。 

(1) 工事の施行中 
【建設機械の稼働に伴う騒音】 

建設機械の稼働に伴う騒音レベル（L5）の敷地境界における最大値は、解体工事
時で 62～66dB、新築工事時で 65～69 dB であり、評価の指標（「環境確保条例」に
基づく勧告基準値；解体工事時 85 dB 、新築工事時 80dB）を下回る。 

なお、Ⅱ期及びⅢ期の北側住居地域における最大値は、解体工事時で 64～65dB、
新築工事時で 63～66dB であり、評価の指標（「環境確保条例」に基づく勧告基準値；
解体工事時 85 dB 、新築工事時 80dB）を下回る。 

【建設機械の稼働に伴う振動】 
建設機械の稼働に伴う振動レベル（L10）の敷地境界における最大値は、解体工事

時で 71～72dB、新築工事時で 60～68 dB であり、評価の指標（「環境確保条例」に
基づく勧告基準値；解体工事時 75dB、新築工事時 70dB）を下回る。 

なお、Ⅱ期及びⅢ期の北側住居地域における最大値は、解体工事時で 69dB、新築
工事時で 57～68dB であり、評価の指標（「環境確保条例」に基づく勧告基準値；解
体工事時 75dB、新築工事時 70dB）を下回る。 

【工事用車両等の走行に伴う騒音】 
工事用車両等の走行に伴う騒音レベル（LAeq）は 59～69dB であり、Ⅰ期～Ⅲ期に

おいて一部の地点で評価の指標（環境基準値；昼間 55dB、60dB または 65dB）を上
回るが、これらの地点では、現況においても基準値を上回る値がみられる。現況と
比較した工事用車両の走行による騒音の増加レベルは 0.0～2.0dB である。 

工事の実施にあたっては、工事実施時点における周辺の道路状況や関連車両等の
状況を踏まえ、工事用車両の走行による付加が集中しないように計画する等の措置
を講じることにより、工事用車両の走行に伴う騒音の低減に努める。 

【工事用車両等の走行に伴う振動】 
工事用車両等の走行に伴う振動レベル（Ｌ10）は昼間が 38～54dB、夜間が 29～43dB

であり、すべての地点において評価の指標（「環境確保条例」に基づく日常生活等に
適用する振動の規制基準値：昼間 55dB、60dB または 65dB、夜間 50dB、55dB また
は 60dB）を下回る。現況と比較した工事用車両の走行による振動の増減レベルは、
昼間が 0.3～5.2dB、夜間が-3.7～0.5dB である。 

3．騒音･振動 

(2) 工事の完了後 
【工場等の稼働に伴う騒音】 

工場等の稼働に伴う騒音レベルの最大値は 35～41dB であり、いずれの区域でも評
価の指標（「環境確保条例」に基づく工場・指定作業場に係る騒音の規制基準値（夜
間）；45dB または 50dB）を下回る。 

【工場の稼働に伴う振動】 
工場の稼働に伴う振動レベルの最大値は 42～46dB であり、いずれの区域でも評価

の指標（「環境確保条例」に基づく工場・指定作業場に係る振動の規制基準値（夜間）；
55dB または 60dB）を下回る。 

【関連車両の走行に伴う騒音】 
関連車両の走行に伴う騒音レベル（LAeq）は、昼間が 60～67dB、夜間が 54～62dB

であり、一部の地点で評価の指標（環境基準値；昼間 55dB または 65dB、夜間 45dB
または 60dB）を上回るが、これらの地点では、現況においても基準値を上回る値が
みられる。現況と比較した関連車両の走行による騒音の増減レベルは、昼間が-1.8
～0.0dB、夜間が-0.7～0.0dB である。 

本事業の実施にあたっては、関連車両による搬出入が集中しないよう、計画的か
つ効率的な運行管理を行う等の措置を講じることにより、関連車両の走行に伴う騒
音の低減に努める。 
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表 4-1(6) 環境に及ぼす影響の評価の結論 

項 目 評価の結論 

11．史跡・ 
文化財 

(1) 工事の施行中 
計画地内には法令等により指定を受けた埋蔵文化財包蔵地の分布はみられない

が、計画地南側隣接地には市谷本村町遺跡及び市谷左内町遺跡、北側隣接地には市
谷加賀町一丁目遺跡及び市谷加賀町二丁目遺跡が所在している。また、計画地内の
一部で実施された新宿区地域文化部による埋蔵文化財立会調査で江戸時代のものと
思われる“盛土層”が確認されている。したがって、本事業の実施にあたっては、
工事の施工前に東京都教育委員会や新宿区と協議の上、埋蔵文化財が存在すると考
えられる範囲を対象に試掘調査を行うとともに、必要に応じ詳細な遺跡発掘調査を
実施する。これらの調査により、埋蔵文化財包蔵地が確認された場合は、「文化財保
護法」等に基づき適切な措置を行うことから、本事業の実施が埋蔵文化財包蔵地に
及ぼす影響はないものと予測する。 
したがって、本事業の建設工事においては、史跡・文化財に係る評価の指標（文

化財等の保全及び管理に支障が生じないこと）を満足するものと考える。 

12．自然との触
れ合い活動
の場 

(1) 工事の完了後 
本事業にあたって、計画地内の植栽については、「工場立地法」、「自然保護条例」

及び「新宿区みどりの条例」に基づいて、接道部緑化を含め、地上緑化や屋上緑化
を行う計画である。 
計画地は、東京都の「10年後の東京～東京が変わる～」や新宿区の「新宿区まち

づくりグランドデザイン」、「新宿区みどりの基本計画」等の自然との触れ合い活動
の場に係る計画等を考慮し、法令に基づく緑化基準を大きく上回る総面積約 16,000
ｍ2（地上緑化約 14,000ｍ2、屋上緑化約 2,000ｍ2）の緑地を整備する計画である。敷
地内北側には「市谷の森」を整備し、外濠や亀ヶ岡八幡、防衛省の緑地と整備道路
の街路樹、緑地・広場の緑とネットワーク化した緑地帯を創出する計画である。「市
谷の森」は、様々な機能を有する緑地として整備を行い、計画地内に「市谷の森」
をぬける散策路や緑豊かな憩いの広場を設けることにより、周辺地域の憩いの場や
交流の場として、地域の活性化に寄与する空間を創出する。 
したがって、本事業の実施においては、自然との触れ合い活動の場に係る評価の

指標（「新宿区まちづくりグランドデザイン」、「新宿区みどりの基本計画」等に示さ
れる目標）に適合するものと考える。 

13．廃棄物 (1) 工事の施行中 
【既存建造物の撤去に伴う廃棄物排出量】 
既存建造物の撤去に伴う廃棄物排出量は約 137,878ｔと予測されるが、「建設リサ

イクル法」に基づく特定建設資材廃棄物については現場内で分別解体を行い、可能
な限り再利用または再資源化を図り、廃棄物排出量の削減に向けて適正な廃棄物処
理を行うことから、評価の指標（「建設リサイクル法」等の関係法令に示される事業
者の責務）を果たすものと考える。 

【建設工事に伴う廃棄物排出量】 
建設工事に伴う廃棄物排出量は約 5,981ｔと予測されるが、「建設リサイクル法」

に基づき分別収集を行い、可能な限り現場内利用に努め、現場で利用できないもの
は現場外で再資源化を行うことから、評価の指標（「建設リサイクル法」等の関係法
令に示される事業者の責務）を果たすものと考える。 

【掘削及び切土等に伴う建設発生土の排出量】 
建物の基礎、地下掘削に伴う発生土量の排出量は約 731,395ｍ3と予測されるが、

このうち約 30,750ｍ3を埋め戻しに、また、約 30,930ｍ3をソイルセメントとして再
利用する。残りの排出量（建設汚泥として排出される土量を除く）約 567,147ｍ3に
ついては、受け入れ機関の受け入れ基準への適合を確認した上で場外に搬出し、適
正な処理を行う。したがって、建設発生土については、評価の指標（「建設リサイク
ル法」等の関係法令に示される事業者の責務）を果たすものと考える。 

【建設汚泥の排出量】 
建設汚泥の排出量は約 153,852ｔと予測されるが、これらは場外に搬出し、産業廃

棄物として適正な処理を行う。したがって、建設工事に伴う廃棄物については、評
価の指標（「建設リサイクル法」等の関係法令に示される事業者の責務）を果たすも
のと考える。 
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